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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
Ｗ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｄ

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
７
１
９
１
Ｍ

【
作
者
名
】

　
綾
師
邦
助

【
あ
ら
す
じ
】

　
普
通
の
大
学
生
、
千
葉
啓
太
は
、
殺
人
犯
と
間
違
え
ら
れ

逃
げ
ま
く
る
！
！
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悲
惨
な
叫
び

「
・
・
・
俺
じ
ゃ
な
い
・
・
・
俺
じ
ゃ
な
い
ん
だ
・
・
・
」

「
待
て
！
！
千
葉
！
！
！
」

「
俺
じ
ゃ
な
い
・
・
・
犯
人
は
・
・
・
犯
人
は
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
」

バ
ッ

千
葉
啓
太
は
恐
ろ
し
い
、
何
十
人
、
い
や
何
百
人
に
も
の
警
官
に
追
い
か
け
ら

チ
バ
ケ
イ
タ

れ
た
夢
を
見
た
。

「
・
・
・
夢
か
。
」

ベ
ッ
ト
か
ら
起
き
上
が
り
、
時
計
を
見
た
。

午
前
１
０
時
２
７
分
。

「
・
・
・
寝
過
ぎ
た
な
。
」

顔
を
洗
い
に
行
く
為
に
、
洗
面
所
に
行
っ
た
。
す
る
と
・
・
・
・

そ
こ
に
は
女
の
死
体
が
あ
っ
た
。

「
・
・
・
え
？
皆
子
？
」

そ
こ
に
は
、
友
人
、
菅
原
翔
吾
の
彼
女

ス
ガ
ワ
ラ
シ
ョ
ウ
ゴ
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山
内
皆
子
の
死
体
が
あ
っ
た
。

ヤ
マ
ウ
チ
ミ
ナ
コ

ピ
ン
ポ
ー
ン

だ
れ
か
、
来
た
！

「
・
・
・
見
つ
か
る
と
・
・
・
・
俺
が
・
・
警
察
に
・
・
・
」

自
然
に
啓
太
は
、
窓
か
ら
外
へ
出
た
。

・
・
・

何
分
く
ら
い
走
っ
た
だ
ろ
う
か
、
も
し
か
す
れ
ば
、
１
時
間
以
上
走
っ
た
か
も

し
れ
な
い
。

し
か
し
時
計
を
見
る
と

「
１
０
時
４
０
分
・
・
・
」

全
然
、
時
は
進
ん
で
な
か
っ
た
。

「
・
・
・
と
り
あ
え
ず
逃
げ
る
か
。
」
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ま
た
足
が
動
き
だ
す
。
も
う
二
度
と
、
あ
そ
こ
に
は
戻
れ
な
い
。

少
し
賑
や
か
な
商
店
街
に
着
い
た
。
１
１
時
過
ぎ
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
人
は

い
っ
ぱ
い
い
た
。

「
・
・
・
ま
だ
、
バ
レ
て
な
い
よ
な
・
・
・
」

少
し
ず
つ
歩
み
を
進
め
る
と
、
電
気
屋
に
人
が
集
ま
っ
て
た
。

「
え
・
・
・
？
西
浦
町
？
隣
よ
ね
・
・
・
怖
い
わ
ぁ
・
・
・
」

そ
の
お
ば
さ
ん
の
声
に
啓
太
は
背
筋
が
凍
っ
た
。

ま
さ
か
と
は
思
い
、
テ
レ
ビ
を
の
ぞ
い
た
。

「
神
奈
川
県
相
模
原
市
西
浦
町
で
、
殺
人
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

場
所
は
、
こ
こ
ア
パ
ー
ト
西
浦
の
、
千
葉
宅
で
殺
人
事
件
が
起
き
ま
し
た
。
」

「
・
・
・
間
違
い
な
く
・
・
・
俺
の
家
だ
・
・
・
・
」
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そ
の
テ
レ
ビ
を
見
た
瞬
間
、
俺
は
自
然
に
足
が
動
い
た
。

「
こ
こ
ら
へ
ん
に
・
・
・
警
察
が
い
る
か
も
し
れ
な
い
・
・
・
・
」

そ
う
す
る
と
、
肩
を
叩
か
れ
た
。

「
す
い
ま
せ
ん
、
千
葉
・
・
・
啓
太
さ
ん
で
す
ね
。
」

振
り
返
る
と
、
自
転
車
に
乗
っ
た
、
警
察
官
が
い
た
。

俺
は
と
っ
さ
に
振
り
き
っ
た
。

「
あ
っ
！
ち
ょ
っ
と
待
て
！
！
！
」

俺
は
咄
嗟
に
ス
ー
パ
ー
の
駐
車
場
か
ら
マ
マ
チ
ャ
リ
を
奪
い
、
逃
走
し
た
。

「
・
・
・
・
・
・
・
・
俺
じ
ゃ
な
い
・
・
・
・
」

そ
の
悲
惨
な
叫
び
は
誰
も
聞
こ
え
な
か
っ
た
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仲
間
、
そ
し
て
北
海
道
へ

・
・
・
・
・
マ
マ
チ
ャ
リ
を
こ
い
で
早
１
時
間

「
・
・
・
警
察
は
い
な
い
な
・
・
・
な
ん
で
・
・
俺
が
・
・
・
」

夢
中
で
こ
い
で
い
た
た
め
、
こ
こ
が
ど
こ
か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
。

「
こ
こ
は
・
・
・
ど
こ
だ
・
・
・
」

汗
だ
ら
け
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
炎
天
下
の
日
差
し
が
突
き
刺
さ
る
。

「
と
り
あ
え
ず
・
・
・
涼
も
う
・
・
・
」

そ
し
て
、
近
く
の
喫
茶
店
に
立
ち
寄
っ
た
。

俺
が
千
葉
啓
太
と
い
う
事
が
バ
レ
な
い
よ
う
に
、
一
番
奥
の
席
に
座
る
。

し
か
し
・
・
・

後
か
ら
来
た
、
若
い
２
０
代
く
ら
い
の
女
性
が
来
た
。

「
・
・
・
千
葉
啓
太
ね
。
」
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「
ま
さ
か
・
・
・
お
前
覆
面
警
官
か
？
」

「
い
い
え
、
私
の
名
は
中
村
麻
耶
、
実
を
言
う
と
ね
・
・
・
強
盗
犯
っ
て
や
つ
」

ナ
カ
ム
ラ
マ
ヤ

「
・
・
・
は
？
」

啓
太
は
信
じ
れ
な
か
っ
た
。

「
そ
う
い
っ
て
上
手
く
乗
せ
て
、
警
察
に
連
れ
て
く
気
だ
ろ
？
」

「
そ
ん
な
気
無
い
わ
。
だ
っ
て
私
だ
っ
て
や
っ
と
脱
獄
で
き
た
ん
だ
も
の
。
」

「
・
・
・
戻
っ
た
っ
て
意
味
は
な
い
…
と
い
う
事
か
、
で
、
ど
う
し
た
い
ん
だ

？
」

「
私
も
相
模
原
拘
置
所
か
ら
逃
げ
て
き
た
の
、
だ
か
ら
、
千
葉
も
私
も
同
時
に

探
し
て
る
・
・
・
っ
て
訳
」

「
俺
は
・
・
・
殺
し
て
は
い
な
い
・
・
・
」

「
ま
ぁ
、
い
い
わ
、
ち
ょ
っ
と
、
私
、
神
奈
川
か
ら
逃
げ
た
い
の
。
」

「
逃
げ
り
ゃ
・
・
・
っ
て
ま
さ
か
！
俺
も
連
れ
っ
て
て
く
れ
る
の
か
？
」

「
そ
う
よ
。
盗
ん
だ
金
は
ど
こ
に
あ
る
か
と
警
察
に
聞
か
れ
て
も
黙
秘
し
続
け

た
お
か
げ
で
金
は
い
っ
ぱ
い
あ
る
し
」

「
あ
り
が
た
い
・
・
・
、
で
ど
こ
に
逃
げ
る
ん
だ
？
」
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「
・
・
・
お
ま
か
せ
す
る
。
」

意
外
な
反
応
。

「
・
・
・
じ
ゃ
あ
、
北
海
道
は
？
」

「
お
っ
、
夏
だ
か
ら
ね
、
い
い
と
こ
選
ん
だ
ね
。
」

「
フ
ン
。
」

そ
う
す
る
と
、
中
村
と
啓
太
は
す
ぐ
さ
ま
、
喫
茶
店
を
出
た
。

バ
ス
に
乗
り
、
空
港
へ
来
た
。

「
・
・
・
・
さ
ぁ
行
く
わ
よ
。
」

札
幌
に
行
く
飛
行
機
に
乗
り
、
お
れ
た
ち
は
逃
げ
た
。

「
千
葉
、
あ
な
た
殺
し
て
な
い
っ
て
言
っ
た
よ
ね
？
」

中
村
が
突
然
問
い
か
け
て
き
た
。

「
あ
ぁ
、
朝
起
き
た
ら
、
俺
の
部
屋
に
死
体
が
あ
っ
た
ん
だ
、
そ
の
時
人
が
来

た
か
ら
、
俺
は
逃
げ
た
。
」

「
フ
ー
ン
」
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そ
の
一
言
で
ま
た
二
人
の
会
話
は
途
絶
え
た
。

・
・
・
・
・
・

い
つ
の
間
に
か
寝
て
い
た
。
マ
マ
チ
ャ
リ
で
こ
い
で
逃
げ
た
疲
労
も
あ
っ
て
か
、

グ
ッ
ス
リ
と
寝
て
い
た
。

「
・
・
・
着
い
た
か
？
」

「
え
え
、
も
う
す
ぐ
ね
。
」

・
・
・
・

「
着
陸
し
た
よ
う
ね
。
」

あ
ま
り
飛
行
機
内
で
は
喋
ら
な
か
っ
た
。

「
・
・
・
そ
う
だ
な
。
」

そ
し
て
今
度
は
北
海
道
へ
の
逃
走
が
始
ま
る
。



10

７
月
１
日
１
５
：
２
４
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二
人
の
啓
太

「
今
日
か
ら
、
こ
こ
、
布
保
田
交
番
で
働
く
事
と
な
り
ま
し
た
、
西
野
啓
太
で

ヌ
ノ
ホ
タ

ニ
シ
ノ
ケ
イ
タ

す
！

こ
こ
、
布
保
田
の
平
和
、
い
や
、
北
海
道
の
平
和
を
守
る
為
に
、
精
一
杯
・
・
・

」「
い
い
よ
、
い
い
よ
、
そ
ん
な
が
ん
ば
な
く
っ
た
っ
て
、
い
つ
だ
っ
て
布
保
田

は
平
和
、
平
和
。
」

突
然
出
て
き
た
、
若
い
男

「
で
も
、
警
官
と
し
て
・
・
・
」

「
あ
の
な
ぁ
、
新
米
、
こ
こ
に
交
番
が
出
来
て
、
早
２
年
、
で
き
て
か
ら
起
き

た
事
件
、
た
っ
た
８
回
だ
ぞ
！

去
年
な
ん
か
、
２
件
し
か
な
か
っ
た
ん
だ
ぞ
！
」

「
・
・
・
で
も
、
俺
は
、
昔
、
布
保
田
出
身
の
警
察
の
人
に
助
け
て
も
ら
っ
た

こ
と
が
あ
っ
て
・
・
・
」

俺
は
、
な
ぜ
か
悲
し
く
な
っ
て
き
た
。

「
で
も
事
件
無
い
ほ
う
平
和
で
い
い
じ
ゃ
ん
！
あ
っ
、
俺
の
名
前
は
、
山
崎
怜

ヤ
マ
ザ
キ
レ
イ

ザ
キ
ヤ
マ
先
輩
と
か
で
呼
ん
で
く
れ
」
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そ
う
す
る
と
、
他
の
警
察
官
が
声
を
あ
げ
て
驚
い
た
。

「
お
い
、
お
前
ら
！
ニ
ュ
ー
ス
見
ろ
！
」

や
け
に
急
い
で
話
す

「
今
日
、
午
前
発
生
し
た
、
殺
人
事
件
で
す
が
、
全
国
指
名
手
配
と
な
っ
た
千

葉
啓
太
が
、
北
海
道
布
保
田
村
で

目
撃
さ
れ
た
と
い
う
情
報
が
入
り
ま
し
た
。
」

俺
は
底
か
ら
歓
喜
が
わ
い
た
。

「
・
・
・
お
い
、
新
米
行
く
ぞ
、
千
葉
啓
太
を
・
・
・
捕
ま
え
に
行
く
ぞ
！
」

「
は
い
！
！
」
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逃
げ
切
れ
ぬ
者

「
・
・
・
・
こ
こ
が
北
海
道
か
、
涼
し
い
な
」

啓
太
は
一
息
つ
く
。

「
落
ち
着
い
て
る
暇
は
無
い
わ
、
あ
な
た
は
全
国
指
名
手
配
さ
れ
て
る
の
よ
」

そ
こ
に
、
中
村
が
ツ
ッ
コ
む
。

「
・
・
・
ま
ぁ
、
ど
こ
に
い
て
も
立
場
は
同
じ
・
・
・
か
。
　
そ
う
い
や
、
こ

こ
は
北
海
道
の
ど
こ
な
ん
だ
？
」

「
こ
こ
は
、
北
海
道
布
保
田
村
。
危
険
が
ま
っ
た
く
無
い
、
豊
か
な
村
よ
。
」

「
そ
う
か
。
」

そ
う
す
る
と
、
警
官
が
二
人
近
づ
い
て
く
る
。

「
や
っ
べ
ぇ
・
・
・
逃
げ
る
ぞ
！
麻
耶
！
」

途
端
に
足
が
動
く



14

「
・
・
・
ザ
キ
ヤ
マ
先
輩
！
あ
い
つ
が
千
葉
啓
太
じ
ゃ
な
い
で
す
か
？
」

「
・
・
・
そ
う
だ
！
ん
・
・
・
？
も
う
一
人
は
・
・
・
中
村
麻
耶
！
行
く
ぞ
！

！
」

二
人
は
走
り
出
し
た
。

タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ

か
な
り
走
っ
た
。
い
く
ら
北
海
道
と
い
え
ど
、
夏
だ
。
暑
い
。

気
づ
く
と
、
も
う
一
人
の
姿
が
い
な
く
な
っ
て
い
た
。

「
・
・
・
麻
耶
？
お
い
！
中
村
麻
耶
！
ど
こ
だ
！
」

遥
か
遠
く
を
見
る
と
、
中
村
麻
耶
が
あ
の
警
察
官
に
抑
え
ら
れ
て
い
た

俺
は
自
然
に
、
あ
い
つ
の
元
へ
駆
け
寄
っ
た
。

「
お
い
！
麻
耶
！
」

「
・
・
・
千
葉
・
・
・
、
私
は
こ
こ
で
ダ
メ
み
た
い
。
こ
の
１
０
０
万
を
持
っ
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て
逃
げ
て
。
」

麻
耶
の
手
か
ら
投
げ
ら
れ
る
札
束
。

「
ダ
メ
だ
！
一
緒
に
逃
げ
る
ぞ
！
」

麻
耶
の
目
か
ら
涙
が
こ
ぼ
れ
る
。

「
・
・
・
超
短
い
間
だ
っ
た
け
ど
・
・
・
久
し
振
り
に
人
と
し
ゃ
べ
れ
て
・
・
・

楽
し
か
っ
た
よ
、
千
葉
」

そ
う
す
る
と
、
麻
耶
の
手
に
手
錠
が
掛
け
ら
れ
た
。

ガ
チ
ャ
ッ

山
崎
怜
は
言
う

「
…
次
は
お
前
の
番
だ
！
千
葉
！
！
」

追
い
か
け
て
く
る
、
俺
は
受
け
取
っ
た
１
０
０
万
円
を
片
手
に
足
が
ち
ぎ
れ
そ

う
に
な
る
ほ
ど
走
っ
た
。
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・
・
・
振
り
向
く
と
・
・
・
誰
も
い
な
い
・
・
・

「
・
・
・
逃
げ
き
っ
た
。
」

そ
こ
で
、
札
束
の
中
に
紛
れ
込
ん
だ
、
１
枚
の
手
紙
を
見
た
。

「
千
葉
啓
太
へ
、
こ
の
手
紙
を
読
ん
で
る
と
い
う
事
は
、
私
は
も
う
捕
ま
っ
た
。

と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。

私
は
、
小
さ
い
頃
、
両
親
を
失
く
し
、
引
き
取
ら
れ
た
親
族
の
家
で
は
い
じ
め

ら
れ
て
、
も
う
心
が
ボ
ロ
ボ
ロ
で
、

い
つ
も
同
じ
服
を
着
せ
ら
れ
、
風
呂
に
も
入
ら
せ
て
も
ら
え
ず
、
学
校
で
は
臭

い
と
い
じ
め
ら
れ
。

そ
し
て
つ
い
に
は
、
暴
力
も
震
わ
れ
、
そ
れ
で
な
ん
と
か
頑
張
っ
て
生
き
て
き

て
、
思
い
つ
い
た
の
が
、

銀
行
強
盗
で
し
た
。
こ
れ
で
全
国
の
人
に
私
の
痛
み
を
知
っ
て
も
ら
う
と
思
い

ま
し
た
、

そ
れ
で
、
実
行
し
、
捕
ま
り
は
し
ま
し
た
が
、
ス
ッ
キ
リ
し
た
気
分
に
な
り
ま

し
た
。
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そ
れ
で
、
拘
置
所
の
中
で
ふ
と
思
っ
た
ん
で
す
が
、
こ
こ
か
ら
出
れ
ば
、
私
は

自
由
に
な
れ
る
ん
だ
。
と
思
い
、

警
官
の
眼
を
盗
み
、
脱
獄
し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
出
会
っ
た
の
は
あ
な
た

で
し
た
。

・
・
・
最
後
に
、
一
言
・
・
・
逃
げ
き
っ
て
真
相
を
暴
い
て
く
だ
さ
い
！
あ
な

た
が
や
っ
て
な
い
こ
と
は
・
・
・

目
を
見
れ
ば
分
か
り
ま
す
。
そ
れ
で
は
・
・
・
さ
よ
う
な
ら
。
　
　
中
村
麻
耶
」

・
・
・
こ
ん
な
事
実
が
あ
っ
た
な
ん
て
。

「
・
・
・
あ
り
が
と
う
・
・
・
麻
耶
、
、
、
、
行
く
ぞ
。
俺
は
・
・
・
」

ま
た
俺
は
走
り
出
し
た
。

７
月
１
日
　
１
８
：
４
０
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食
い
意
地

「
待
ち
な
さ
い
！
！
料
金
払
い
な
さ
い
！
！
！
」

「
や
ー
だ
ね
ー
！
！
」

こ
の
食
い
逃
げ
し
て
い
る
男
。
名
は
、
小
玉
諒
太
。

「
待
て
！
！
小
玉
！
！
」

警
官
も
追
い
か
け
て
く
る
。

「
く
っ
そ
！
し
つ
こ
い
奴
だ
！
！
」

角
を
曲
が
る
。
そ
う
す
る
と
、
一
人
の
男
が
い
た

「
あ
ぶ
ね
っ
！
」

ド
ー
ー
ー
ー
ン
！
二
人
は
ぶ
つ
か
っ
た
。

「
小
玉
確
保
！
！
」
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「
お
前
の
せ
い
で
捕
ま
っ
た
ぞ
！
ど
う
し
て
く
れ
ん
だ
！
」

小
玉
は
、
も
う
一
人
の
男
に
言
っ
た
。

「
い
や
・
・
・
」

警
察
が
、
お
礼
を
言
う
。

「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
こ
い
つ
食
逃
げ
犯
な
ん
で
す
・
・
・
」

言
葉
の
途
中
で
急
に
止
ま
る
。

「
お
前
は
・
・
・
千
葉
啓
太
！
！
」

俺
は
、
ま
た
走
り
出
し
た

「
え
！
？
千
葉
？
」

小
玉
も
驚
く
。

「
待
て
ー
！
！
千
葉
！
！
」
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警
官
が
追
い
か
け
て
く
る
。

「
・
・
・
千
葉
の
お
か
げ
で
、
逃
げ
れ
る
！
オ
ッ
ホ
ッ
ホ
ッ
ホ
！
！
！
」

小
玉
は
そ
の
場
か
ら
逃
げ
だ
し
た
。

「
く
っ
そ
！
！
や
け
に
あ
の
警
官
、
足
早
い
な
・
・
・
」

「
待
て
！
！
千
葉
！
！
」

バ
ァ
ン
！
！
！

つ
い
に
警
官
は
銃
を
撃
っ
て
き
た
。
当
た
り
は
し
な
か
っ
た
が

「
う
わ
・
・
・
や
べ
ぇ
！
！
」

千
葉
は
さ
ら
に
早
く
走
る
。

警
官
の
足
が
止
ま
る
。
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「
・
・
・
ハ
ァ
ハ
ァ
・
・
・
逃
げ
き
っ
た
！
！
」

麻
耶
か
ら
も
ら
っ
た
、
１
０
０
万
円
を
握
り
し
め
て
い
る
。

「
一
回
、
あ
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
・
・
・
休
む
か
・
・
・
」

目
に
と
ま
っ
た
フ
ァ
ミ
レ
ス
に
立
ち
寄
る
。

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ー
。

小
玉
諒
太
は
ま
た
も
や
、
食
事
を
し
て
い
た
。

「
さ
っ
き
の
食
逃
げ
犯
！
ま
た
食
い
逃
げ
し
て
ん
の
か
？
」

「
う
る
せ
ー
！
殺
人
鬼
！
・
・
・
で
も
あ
り
が
と
な
！
警
察
か
ら
逃
が
し
て
く

れ
て
！
」

「
・
・
・
相
席
い
い
か
？
」

「
お
ぉ
、
い
い
ぞ
。
そ
の
代
わ
り
・
・
・
金
貸
し
て
！
」
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図
々
し
い
奴
だ
・
・
・
心
の
中
で
思
い
つ
ぶ
や
い
た
。

「
・
・
・
お
い
、
千
葉
、
な
ん
で
人
殺
し
た
ん
だ
？
」

「
・
・
・
殺
し
て
ね
ぇ
！
！
俺
じ
ゃ
な
い
ん
だ
！
！
」

俺
は
マ
ジ
に
な
る
。

「
逃
げ
る
か
ら
、
お
前
が
犯
人
だ
と
思
わ
れ
る
ん
だ
よ
。
」

「
な
ぁ
。
。
。
小
玉
」

「
あ
ぁ
？
」

「
一
人
で
逃
げ
る
の
は
心
細
い
っ
て
い
う
か
・
・
・
」

「
・
・
・
お
前
に
つ
い
て
来
い
と
？
」

「
あ
ぁ
。
」
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そ
う
す
る
と
小
玉
は
・
・
・

「
い
い
よ
！
そ
の
代
わ
り
、
こ
の
ス
テ
ー
キ
お
ご
っ
て
。
」

よ
だ
れ
を
垂
ら
し
な
が
ら
喋
る
。

あ
っ
け
な
く
仲
間
に
な
っ
て
く
れ
た
。
こ
ん
な
奴
と
一
緒
で
い
い
の
か
？
と
思

い
つ
つ
。

「
分
か
っ
た
。
」

「
じ
ゃ
、
決
ま
り
だ
な
！
」

７
月
１
日
　
２
０
：
２
２
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父
の
仲
間

・
・
・
忙
し
い
一
日
か
ら
、
早
く
も
、
１
日
が
過
ぎ
た
。

７
月
２
日
。
８
：
１
２

「
・
・
・
千
葉
！
起
き
ろ
！
」

小
玉
の
太
い
声
で
目
が
覚
め
た
。

「
の
ん
き
に
寝
て
ん
な
～
、
自
分
は
逃
げ
て
る
っ
て
こ
と
自
覚
し
ろ
よ
」

「
う
る
せ
ぇ
な
。
」

遠
く
に
子
供
の
声
が
す
る
。
そ
の
声
が
だ
ん
だ
ん
近
く
な
っ
て
き
た
。

「
パ
パ
～
！
」

そ
う
す
る
と
小
玉
が
そ
の
子
供
を
抱
き
上
げ
た

「
お
！
？
優
太
！
マ
マ
は
？
」

ユ
ウ
タ

そ
の
言
葉
に
ビ
ッ
ク
リ
し
た
。
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「
は
？
お
前
子
持
ち
？
」

「
そ
う
だ
よ
。
結
婚
し
て
る
し
。
」

小
玉
は
普
通
の
顔
で
言
う
。

そ
の
子
供
が

「
マ
マ
は
後
ろ
に
い
る
よ
！
」

そ
こ
に
は
女
の
姿
が
あ
っ
た
。

「
・
・
・
始
め
ま
し
て
。
主
人
が
お
世
話
に
な
っ
て
ま
す
。
妻
の
優
華
で
す
。
」

ユ
ウ
カ

か
な
り
の
美
人
だ
。

「
あ
っ
、
ど
も
・
・
・
。
千
葉
け
・
・
・
あ
っ
っ
と
・
・
・
今
野
樹
希
で
す
。
」

コ
ン
ノ
イ
ツ
キ

俺
は
、
千
葉
と
い
う
事
を
バ
レ
な
い
よ
う
に
、
今
野
樹
希
と
い
う
偽
名
を
使
っ

た
。

「
今
日
も
遅
く
な
る
の
？
」

優
華
は
暗
い
顔
を
し
て
い
う
。
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「
あ
ぁ
、
ご
め
ん
な
。
」

「
・
・
・
じ
ゃ
あ
ね
、
優
太
を
保
育
園
に
送
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
か
ら
。
」

「
じ
ゃ
あ
ね
！
パ
パ
！
」

「
お
ぉ
！
」

・
・
・
・

「
お
前
子
持
ち
か
よ
！
早
く
言
え
よ
！
」

「
と
い
う
か
、
今
野
樹
希
っ
て
な
ん
だ
よ
！
偽
名
か
よ
！
」

「
千
葉
啓
太
っ
て
バ
レ
た
ら
ヤ
バ
イ
だ
ろ
！
」

そ
う
す
る
と
、
西
野
が
い
た
。

「
見
つ
け
た
ぞ
・
・
・
・
！
」



27

「
く
っ
そ
！
逃
げ
る
ぞ
！
！
」

タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ
タ
ッ
タ

「
く
そ
っ
！
く
そ
っ
！
」

小
玉
は
遅
れ
て
き
た
。

「
お
い
小
玉
！
一
緒
逃
げ
る
ぞ
！
」

「
も
う
ダ
メ
だ
・
・
・
」

「
そ
ん
な
弱
気
に
な
っ
て
ど
う
す
る
！
ホ
ラ
、
来
た
ぞ
！
」

「
・
・
・
俺
が
、
あ
い
つ
ら
を
抑
え
て
る
。
千
葉
は
行
け
！
」

「
お
い
！
」

そ
う
す
る
と
小
玉
は
逆
走
し
た
。

「
お
い
！
待
て
よ
！
お
い
！
」
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問
い
か
け
に
答
え
な
い
。

「
な
ん
だ
、
お
前
！
」

「
俺
は
・
・
・
・
ス
テ
ー
キ
を
お
ご
っ
て
も
ら
っ
た
ん
だ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ

あ
あ
あ
あ
！
！
」

ボ
デ
ィ
プ
レ
ス
で
西
野
を
つ
ぶ
し
た
。

「
ぐ
は
っ
！
何
を
す
る
！
」

「
逃
げ
ろ
！
千
葉
！
今
の
う
ち
！
」

「
ダ
メ
だ
よ
！
お
前
子
持
ち
だ
ろ
！
？
一
緒
に
逃
げ
ん
だ
よ
！
」

「
昔
か
ら
ス
タ
ミ
ナ
が
無
く
、
テ
ニ
ス
部
で
は
、
い
つ
も
ラ
ン
ニ
ン
グ
は
遅
れ

て
い
た
。

だ
か
ら
、
お
れ
は
パ
ワ
ー
で
お
前
の
役
に
立
つ
！
」

「
役
に
立
っ
て
な
い
よ
！
一
緒
に
逃
げ
な
き
ゃ
立
た
な
い
よ
！
」
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「
い
い
か
ら
逃
げ
ろ
！
」

血
眼
の
小
玉
を
見
て
、
怯
ん
だ
。

「
離
せ
・
・
・
・
離
せ
ぇ
・
・
・
・
」

山
崎
が
必
死
に
も
が
い
て
き
た
。

「
逃
げ
ろ
！
！
逃
げ
ろ
！
！
千
葉
！
」

「
・
・
・
あ
り
が
と
う
・
・
・
・
小
玉
！
！
」

俺
は
そ
こ
か
ら
猛
ダ
ッ
シ
ュ
し
た
。

・
・
・
警
官
の
姿
は
な
い
。
そ
し
て
・
・
・
小
玉
の
姿
も
な
い
。

そ
う
す
る
と
、
あ
る
保
育
園
の
前
に
居
た
。

「
あ
っ
！
パ
パ
と
一
緒
に
い
た
。
お
兄
さ
ん
だ
！
父
さ
ん
は
、
今
何
し
て
い
る
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？
」

あ
い
つ
の
子
供
。

「
・
・
・
・
あ
い
つ
は
・
・
・
飯
を
食
っ
て
る
よ
・
・
・
」

「
も
う
食
べ
過
ぎ
な
ん
だ
か
ら
！
じ
ゃ
あ
ね
！
お
兄
さ
ん
！
」

・
・
・
・

「
俺
の
せ
い
で
・
・
・
俺
が
仲
間
に
な
っ
て
く
れ
と
言
っ
た
せ
い
で
・
・
・
」

涙
が
溢
れ
る
。
止
め
処
な
く
・
・

７
月
２
日
　
１
０
：
５
７
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休
日

「
あ
っ
、
や
べ
っ
！
７
時
だ
！
出
勤
し
な
き
ゃ
・
・
・
・
っ
て
今
日
は
、
休
み

と
っ
た
ん
だ
っ
た
。
」

山
崎
怜
は
呟
い
た
。

「
あ
ぁ
～
彼
女
欲
し
い
な
ぁ
～
、
て
か
結
婚
し
て
ー
な
」

怜
は
、
も
う
３
２
歳
。
結
婚
・
・
・
な
ん
て
、
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
、

「
好
き
な
人
は
・
・
・
い
る
ん
だ
け
ど
な
。
フ
フ
ッ
」

３
２
で
、
久
し
振
り
の
恋
を
し
た
。

「
・
・
・
今
日
は
天
気
も
い
い
し
、
散
歩
に
行
く
か
。
」

日
向
が
暖
か
い
・
・
・
と
い
う
よ
り
暑
い
。

「
今
日
は
あ
ち
ー
な
ぁ
。
。
。
」

周
り
を
見
る
と
、
誰
も
い
な
い
。
叫
び
た
く
な
っ
た
。
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ス
ー
ー
ー
ー
ー
ッ
と
目
一
杯
息
を
吸
い
。

「
麻
耶
ち
ゃ
ん
が
好
き
だ
あ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
！
！
！
！
！
！
」

麻
耶
ち
ゃ
ん
と
は
、
中
学
時
代
に
好
き
に
な
り
、
そ
の
後
の
同
窓
会
で
、
ま
た

恋
を
し
て
し
ま
っ
た
。

「
・
・
・
・
・
・
へ
ー
、
麻
耶
ち
ゃ
ん
っ
て
子
が
好
き
な
ん
だ
、
、
、
お
っ
さ

ん
。
」

後
ろ
を
振
り
返
る
と
高
校
生
く
ら
い
の
テ
ニ
ス
ラ
ケ
ッ
ト
を
持
っ
た
男
の
子
が

い
た
。

「
誰
だ
よ
、
お
前
」

「
俺
？
俺
か
ぁ
・
・
・
じ
ゃ
、
全
国
大
会
優
勝
者
・
・
・
と
言
っ
と
こ
う
か
？
」

こ
い
つ
は
、
見
た
時
あ
る
。
高
校
時
代
、
テ
ニ
ス
を
や
っ
て
い
た
の
で
、
今
で

も
、

テ
ニ
ス
に
は
興
味
が
あ
る
。
な
の
で
、
こ
い
つ
は
知
っ
て
る
、
確
か
名
前
は
・
・

・
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「
三
鷹
上
だ
な
？
」

ミ
タ
カ
ジ
ョ
ウ

「
フ
ン
・
・
・
お
っ
さ
ん
、
今
日
、
学
校
の
練
習
な
い
ん
だ
、
俺
ん
家
の
、
コ

ー
ト
使
っ
て

テ
ニ
ス
し
な
い
？
」

上
は
言
う
。

「
Ｏ
ｋ
，
俺
は
強
い
ぞ
、
俺
も
・
・
・
全
国
優
勝
経
験
者
だ
か
ら
な
。
」

「
ほ
ぉ
・
・
・
い
い
試
合
を
し
よ
う
ね
。
」
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最
終
回

「
あ
っ
、
千
葉
だ
！
」

千
葉
は
、
西
野
に
見
つ
か
っ
た
。

捕
ま
っ
た
。

「
俺
じ
ゃ
な
い
！
俺
じ
ゃ
な
い
！
」

「
お
前
だ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
」

う
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は
は

こ
の
声
は
！
？

天
元
政
界
じ
ゃ
こ
Ｂ
様
だ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
あ
！
！
！

「
じ
ゃ
・
・
・
じ
ゃ
こ
Ｂ
！
？
」
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「
千
葉
啓
太
。
よ
く
こ
の
糞
な
小
説
に
付
き
合
っ
て
く
れ
た
。
」

「
な
・
・
・
な
ん
だ
っ
て
！
？
」

「
ち
な
み
に
、
お
れ
の
本
名
は
、
高
桑
鼻
毛
と
い
う
。
」

タ
カ
ク
ワ
ハ
ナ
ゲ

な
・
・
・

「
じ
ゃ
こ
Ｂ
と
は
な
ん
の
こ
と
だ
！
？
」

ド
ナ
ル
ド
で
す
。

ド
ナ
ル
ド
も
オ
ナ
る
の
ー
？
ア
イ
ム
ラ
ビ
ニ
ッ
ト
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「
・
・
・
・
は
？
」

「
菅
原
翔
吾
よ
。
今
よ
み
が
え
れ
！
！
！
」

ぎ
ゃ
し
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
い
ん

マ
ジ
ン
ガ
ー
Ｚ
！
！
！
！

「
な
・
・
・
な
に
が
起
き
た
。
」

「
中
野
梓
・
・
・
と
い
う
物
を
知
っ
て
い
る
か
？
」

「
し
・
・
・
知
っ
て
い
る
。
け
い
お
ん
！
！
の
サ
イ
ド
ギ
タ
ー
の
子
だ
ろ
う
！

？
」
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ギ
ャ
シ
ャ
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア
ア

そ
の
瞬
間
・
・
・
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ベ
ン
ケ
ル
ベ
ン
ケ
ル
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最
終
回
（
後
書
き
）

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

こ
こ
ま
で
こ
れ
た
の
は
支
え
て
く
れ
た
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。

こ
こ
に
誓
お
う
。

秋
山
澪
は
俺
の
嫁
　
　
と
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う
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